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遺
言
代
用
信
託
を
活
用 

事
例
に
学
ぶ
家
族
信
託 

 
 

 

（そ
の
１
） 

  

Ａ
さ
ん
は
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

の
オ
ー
ナ
ー
で
す
が
、
高
齢

に
な
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
経
営
を

長
男
に
任
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

い
ず
れ
は
マ
ン
シ
ョ
ン
を
長

男
に
譲
る
と
し
て
も
、
自
分

の
死
後
、
賃
貸
収
入
は
妻
の

生
活
費
に
充
て
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

妻
は
再
婚
で
、
前
夫
と
の
間

に
も
子
が
あ
り
、
相
続
で
揉

め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  

右
の
ケ
ー
ス
で
は
、
①
「
遺

言
に
よ
り
マ
ン
シ
ョ
ン
を
長
男 

        

に
相
続
さ
せ
、
賃
料
を
妻
が

受
け
取
る
よ
う
に
す
る
。
」
と

い
う
方
法
や
、
②
「
遺
言
に
よ

り
マ
ン
シ
ョ
ン
を
妻
に
相
続
さ

せ
、
妻
が
さ
ら
に
遺
言
で
長

男
に
相
続
さ
せ
る
。
」
と
い
う

方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

①
の
方
法
で
は
、
長
男
か

ら
妻
へ
、
賃
貸
収
益
相
当
額

の
贈
与
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
、

贈
与
税
の
対
象
と
な
り
、
現

実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

②
の
方
法
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン

が
確
実
に
長
男
ま
で
承
継
さ

れ
る
か
を
、
Ａ
さ
ん
が
見
届

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
、
「
遺
言
代
用
信

託
」
と
い
う
方
法
を
提
案
し

ま
す
。 

 

ま
ず
、
Ａ
さ
ん
を
受
益
者
、

長
男
を
受
託
者
と
し
て
信
託

を
設
定
し
ま
す
（
信
託
銀
行

な
ど
を
受
託
者
と
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
）
。 

 

信
託
に
よ
り
、
長
男
は
自

己
の
名
に
お
い
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
賃
貸
借
契
約
、
管
理
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
賃
貸
収
入

は
、
こ
れ
ま
で
通
り
Ａ
さ
ん
の

所
得
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（
登
記
名
義
は
信
託
に
よ

り
長
男
に
移
り
ま
す
。
）
。 

 

こ
の
と
き
、
Ａ
さ
ん
の
受
益

権
を
「
元
本
受
益
権
（
信
託

終
了
時
、
信
託
財
産
を
受
け

る
権
利
）
」
と
「
収
益
受
益
権

（
信
託
財
産
か
ら
利
益
を
受

け
る
権
利
）
」
に
複
層
化
し
て

お
き
ま
す
（下
図
参
照
）
。 

 

信
託
契
約
の
中
で
、
Ａ
さ
ん

の
死
後
、
「
元
本
受
益
権
」
を

長
男
、
「
収
益
受
益
権
」
を
妻

が
相
続
す
る
よ
う
に
設
定
し

て
お
け
ば
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
長

男
に
相
続
さ
せ
、
賃
貸
収
入

は
妻
の
生
活
費
に
充
て
る
と

い
う
目
的
が
達
成
さ
れ
ま
す

（贈
与
税
対
象
外
）
。 

 

さ
ら
に
、
「
妻
の
死
亡
」
を

信
託
の
終
了
原
因
と
し
て
お

け
ば
、
妻
の
死
亡
に
よ
り
信

託
は
終
了
し
、
元
本
で
あ
る

マ
ン
シ
ョ
ン
は
確
定
的
に
長
男

の
物
と
な
り
ま
す
。 

 
 

                        

右
の
方
法
は
、
信
託
を
活

用
し
て
初
め
て
可
能
と
な
り

ま
す
。 

 

遺
言
の
方
式
に
よ
ら
ず
に

自
分
の
死
後
の
資
産
承
継
を

管
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

生
前
贈
与
で
相
続
税
対
策
③ 

住
宅
取
得
資
金
の
贈
与

税
の
非
課
税
の
活
用 

  

平
成
二
七
年
か
ら
相
続
税

の
基
礎
控
除
が
三
千
万
円
＋

六
百
万
円
×
法
定
相
続
人

の
数
と
な
り
、
相
続
税
対
象

者
が
増
え
る
見
込
み
で
す
。 

 

相
続
税
対
策
と
し
て
、
有

効
に
活
用
し
た
い
の
が
、
「
生

前
贈
与
」で
す
。 

 

例
え
ば
、
父
母
、
祖
父
母
か

ら
の
金
銭
の
贈
与
を
受
け
、

自
己
の
居
住
用
家
屋
の
新

築
、
増
改
築
の
対
価
に
充
て

た
場
合
、
平
成
二
五
年
中
の

贈
与
で
は
、
最
高
千
二
百
万

円
の
贈
与
税
の
非
課
税
枠
が

あ
り
ま
す
（
平
成
二
六
年
中

は
、
最
高
一
千
万
円
）
。 

 

特
典
を
受
け
る
に
は
、
新

築
（
増
改
築
）
や
居
住
を
、
贈

与
を
受
け
た
年
の
翌
年
三
月

一
五
日
ま
で
に
完
了
し
、
申

告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

右
の
贈
与
後
、
三
年
以
内

に
贈
与
し
た
方
が
亡
く
な
っ

て
も
、
相
続
税
の
対
象
と
な

ら
な
い
の
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
。 

 

ま
め
ま
メ
モ 

まま
めめ
まま
めめ
通通
信信  

二
〇
一
三
年
九
月 

第
六
号 

  

司
法
書
士
高
橋
大
治
郎
事
務
所
か
ら
、
耳
寄
り
な 

情
報
を
発
信
い
た
し
ま
す
。 

図① Ａさん生存中

委託者 
受益者 
（元本＋収益） 

Ａさん 

 

受託者

長男 

マンションを信託 

賃貸収入 

図② Ａさんの死後

 

収益受益者 

Ａの妻 

受託者

元本受益者

長男 

元本受益権 
  を相続 

収益受益権 
 を相続 

被相続人Ａ 

賃貸収入
（妻の死 
亡まで） 
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二
世
帯
住
宅
の
名
義
に
つ
い
て 

  
「
家
を
増
築
し
て
、
二
世
帯

住
宅
に
し
た
い
。
」
と
い
う
話

を
よ
く
聞
き
ま
す
。 

 

し
か
し
、
既
存
建
物
が
親

名
義
、
増
築
建
物
は
子
が
資

金
を
出
し
て
建
築
す
る
場
合
、

注
意
が
必
要
で
す
。 

 

右
の
場
合
、
民
法
の
規
定
に

よ
り
、
増
築
部
分
は
、
附
合

に
よ
り
既
存
建
物
の
所
有
者

の
物
と
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、

子
か
ら
親
へ
増
築
建
物
の
贈

与
が
あ
った
と
し
て
、
贈
与
税

の
対
象
と
な
り
、
ま
た
、
所

得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

特
典
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

解
決
す
る
に
は
、
既
存
建

物
と
増
築
建
物
を
親
子
の
共

有
と
し
ま
す
。
そ
の
方
法
と

し
て
、
①
贈
与
税
の
か
か
ら

な
い
範
囲
で
、
親
か
ら
子
へ
既

存
建
物
の
持
分
（
例 

十
分
の

一
）
を
贈
与
す
る
。
②
増
築

完
了
後
、
既
存
建
物
の
持
分

（
例 

十
分
の
四
）
を
時
価
で

親
か
ら
子
に
売
買
す
る
。
③

増
築
建
物
（
例 

持
分
各
二

分
の
一
）
の
建
築
資
金
は
子

が
全
て
住
宅
ロ
ー
ン
等
で
負

担
し
、
親
の
負
担
分
は
、
②
の

売
買
代
金
と
相
殺
す
る
。 

 

以
上
に
よ
り
、
建
物
全
体

と
し
て
、
親
子
共
有
（
例 

持

分
各
二
分
の
一
）
と
な
り
、
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
も
受
け
ら
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
（
但
し
②

の
売
買
で
、
親
に
譲
渡
益
が

あ
れ
ば
、
譲
渡
所
得
税
の
課

税
が
あ
り
ま
す
。
）
。 

 

登
記
手
続
は
、
贈
与
、
売

買
に
よ
る
持
分
移
転
登
記
二

件
と
増
築
に
よ
る
建
物
表
題

変
更
登
記
と
な
り
、
専
門
的

な
知
識
を
要
し
ま
す
。 

 

建
物
増
築
に
か
か
る
登
記

手
続
の
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、

当
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

    

毎
月
第
３
土
曜
日
、
当
事
務

所
に
お
い
て
、
「
相
続
・
遺
言

休
日
相
談
会
」
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
（参
加
費
不
要
）
。 

 

時
間
は
、
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。 

 

な
お
、
当
日
以
外
で
も
随

時
、
ご
相
談
受
付
中
で
す
。 

      

猛
暑
の
さ
な
か
、
高
橋
事

務
所
の
エ
ア
コ
ン
が
故
障 

し
ま
し
た
。
（泣
） 

  

八
月
の
猛
暑
の
さ
な
か
、
高

橋
事
務
所
の
エ
ア
コ
ン
が
故
障

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
な
ど
、
部

品
取
寄
せ
の
上
交
換
と
な
り
、

二
日
間
、
エ
ア
コ
ン
無
し
で
過

ご
す
こ
と
に
。 

 

灼
熱
地
獄
の
中
、
業
務
を

こ
な
し
ま
し
た
が
、
エ
ア
コ
ン

の
有
り
難
さ
を
再
認
識
し
た

二
日
間
で
し
た
。 

  

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｌ 

Ｋ
Ｉ

Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｎ 

Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｎ
‐Ａ
Ｎ 

  

香
美
町
村
岡
区
の
イ
タ
リ

ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｎ
‐
Ａ
Ｎ
（
じ
ね
ん
あ
ん
）
」
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。 

  

柤
岡
と
い
う
山
村
の
古
民

家
を
再
生
し
て
、
平
成
二
二

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
店
で
す
。 

 

涼
を
求
め
て
但
馬
高
原
植

物
園
に
行
く
つ
い
で
に
寄
る
つ

も
り
が
、
あ
い
に
く
の
雨
に
。 

 

予
約
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
の

も
申
し
訳
な
く
て
、
豪
雨
の

中
訪
れ
ま
し
た
。 

 

広
い
座
敷
の
店
内
に
は
、
囲

炉
裏
が
あ
り
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
が

架
け
ら
れ
て
い
た
り
し
て
、
と

て
も
居
心
地
が
良
い
で
す
。 

 

自
家
栽
培
の
野
菜
を
使
っ

た
、
身
体
に
優
し
い
料
理
に

大
満
足
で
し
た
。 

 

シ
ェ
フ
お
手
製
の
帽
子
の
ほ

か
、
色
ん
な
雑
貨
も
置
い
て

あ
り
ま
し
た
よ
。 

 
 

（編
集
長 

高
橋
克
彰
） 
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    0120-339-150 

お電話でのご相談は、こちら… 

お電話お待ちしております。 

こんなお悩みありませんか？ 
◆トラブル防止に遺言を書きたい。 
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